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概要:

本研究は、空間と空間の接点である「出入り口」を場と捉え、その場におけるグループの支援環

境:Collabogateを構築する。出入り口空間での活動は、その内容や所要時間などの点において従来
の協調作業空間とは異なる特性を持つ。Collabogateは出入り口空間におけるアウェアネス情報を
収集・蓄積し、グループにおけるインタラクションを支援する。センサとディスプレイを組み合わ

せた Collabogate環境の設計とアプリケーションの提案を行った。今後実装されたシステムを用い
た実験と評価をもとに、出入り口空間でのグループ支援環境に必要な要件を検証する。

Collabogate : Supporting group interaction at gateway place
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Abstract:

This research focuses on the gateway place, where two or more rooms are connected. The gate-
way place can be considered as a collaborative place as well as meeting or working rooms. We
propose ”Collabogate”, which supports group interaction with various services at the gateway
place. First, we analyze the characteristics of the gateway space, and design the Collabogate en-
vironment with sensors, displays and portable devices owned by each user. Collabogate manages
these devices and gathers awareness information from various sensors. Several applications are
proposed based on the Collabogate environment, and experiments and evaluations are planned
to be held.

1 はじめに

ネットワークに接続されたデジタルデバイス

が、集団活動のあらゆる場面に遍在するように

なった。オフィスの会議室や学校の教室といっ

た空間における協調作業のみならず、分散環境

ならびに移動環境における協調作業への参加支

援が、様々なアプローチによって研究されてき

た。我々も既にメンバーが一ヶ所に集まって行

う場面を対象として、距離情報を用いた対面協

調作業の支援に関する研究を行ってきた [1][2]。
協調作業空間のみならず、人の集まる「場」
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を対象とした情報提示サービスは、美術館や

ショッピングモールといった場所で提供されて

いる [3]。これらは訪問者をRFIDなどの無線デ
バイスを用いて識別し、携帯端末や周辺のディ

スプレイ (Peripheral Display)に場所や訪問者
の嗜好に応じた情報を示したりしている。

しかしながら、これらのサービスは一般的に

ある空間内で完結しており、外部空間との関連

性や連動性について検討されていることは少な

い。事前に個人のプロフィールを収集したり、

事後に電子メールなどを用いて関連情報を配信

するといった付随的サービスがあるに過ぎない。

ユーザが空間を移動する際に無線通信をどう

ローミングするかといった技術的課題について
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の検討はされているが、我々は空間の移動とい

うユーザの行為に対してどのようなサービスが

必要であるかを検討する必要があると考えた。

本研究は、空間と空間の接点である「出入り

口」を場と捉え、その場におけるグループの支

援環境である Collabogateの提案を行う。

2 本研究の目的

従来の協調作業空間は、ユーザが一定時間あ

るいは日常的に留まり活動する場と考えられて

いる。しかしながら「出入り口」空間において

も様々なコミュニケーションが行われており、

それらはオフィスや会議室といった滞在型の空

間と異なる特性を持っている。我々は、このよ

うな「出入り口」空間に滞在・通過して「入る」

「出る」といった行為に対するサービスの検討

を行う。

このような空間における出入り口を対象とし

た研究としては、空間への出入りをイベントと

して検知し、デジタルデバイスやユーザを探索

したり、ネットワークや自動的な構成を行った

りするものが多い。その上で協調作業空間への

スムーズな誘導と参加支援を行うことを目的と

していた [1]。協調作業空間に途中から参加す
る者を対象とし、遅れてきた人への情報提供と

しての会議進捗状況に関する情報提示システム

などもある [4]。
本研究が対象とする出入り口空間は、多くの

人やモノが入れ代わり立ち代わり通過するとい

う点において、オフィスや会議室といった滞在

型の空間と異なる。そこでは、解決に時間を要

する協調作業を行うのではなく、軽微な連絡や

在室者の確認といった作業が短時間で立ち話的

に行われている。個々のタスクは対面・口頭で

解決できる簡単なものが多く、複数の人を対象

としたタスクが一括して行われることもある。

また、訪問や配達などを目的とした対象空間を

日常的に利用しない者も出入り口空間を訪れる

といった特徴がある。

また、出入り口空間は建物と外の敷地、教室

と廊下といったように、社会的意味をもって区

図 1: 出入り口空間における支援

切られた空間と空間を接続するものである。接

続されている空間のうち、どちらかがよりプラ

イベートな空間であることが多い。例えば廊下

から既に会議が行われている部屋に入るといっ

た場合には、中で行われている会議に参加する、

あるいは会議の参加者への伝言を伝えに来ると

いった意思があると考えられる。利用者や対象

空間に応じた様々なサービスが考えられる。

軽微な用事のために出入り口空間に滞在す

る際、もしくは出入り口空間を通過して移動対

象とする空間に入る場面などにおいて、コラボ

レーションのための「場」としての出入り口空

間を支援することを本研究の目的とする。

本研究が対象とする出入り口空間と、従来の

協調作業空間との違いを表 1に示す。また、出
入り口空間における支援のイメージを図 1 に
示す。

表 1: 出入り口空間の特徴

協調作業空間 出入り口空間

利用方式 滞在 通過または滞在

利用時間 日常的 短い

または一定時間

利用者 一定のメンバー 多数

作業内容 一定量の仕事 すぐ解決する

軽微なもの
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図 2: Collabogateの構成

3 Collabogateの提案

前章で述べた出入り口空間における特性を踏

まえ、本研究は出入り口の「場」におけるグルー

プの支援環境である Collabogateを提案する。
Collabogateは、出入り口空間ならびに隣接す
る両空間の状況を収集し、人やモノが出入り口

空間に接近した際に必要な情報を提供する。出

入り口空間におけるインタラクションを促進す

るためのサービスをCollabogate上で提供する。

3.1 Collabogateの構成

Collabogateはユーザやデバイスの情報を取
得する各種センサと、取得した情報やユーザの

プロフィールを格納し、Collabogate上で動作
するアプリケーションに対して必要な情報を提

供する Collabogate Server、ならびに液晶ディ
スプレイやユーザの携帯端末といったユーザに

情報を提供するデバイスからなる。Collabogate
の構成を図 2に示す。
出入り口空間におけるインタラクション支援

を目的としたアプリケーションを、Collabogate
環境はサポートする。このために使用可能なセ

ンサの制御や情報収集、ユーザや「場」に関す

る情報の保持ならびにディスプレイやユーザの

携帯端末への配信などを行う。

3.2 Collabogateによるアウェアネス
支援

Collabogateはインタラクション支援のため
に必要なアウェアネス情報を提供する。

軽微な用事や人探しのために出入り口空間に

滞在する際、対象空間の状況を概観するための

アウェアネス情報が必要となる。口頭で簡潔な

用事を解決する場合、対象者が在室しているか

どうかといった情報と、関連するタスクリスト

やスケジュールなどの情報が必要となる。

また、出入り口空間を通過して移動先の空間

に入るという場面においては、目的とする空間

に関するより詳細なアウェアネス情報を提供す

る必要がある。移動元の空間からは移動先の空

間でどのような活動がされていて、どのような

状況であるかを知るのは難しい。存在する人や

モノといった情報だけでなく、場の雰囲気や仕

事の進捗状況などを検知することによって、ス

ムーズに移動先空間に入ることができると考え

られる。

インタラクション支援を目的としたさまざま

なアプリケーションのために、Collabogateは
必要なアウェアネス情報の収集を行う。

4 関連研究

本章では、Collabogateと関連する研究につ
いて述べる。

4.1 Peripheral Display

OutCastと GroupCast[5]は、情報を提示す
るディスプレイを別に用意し、オフィスのサイド

テーブルに置く Peripheral Displayによる情報
提供を発展させた研究である。OutCastは個人
のブースの外側にモニタを設置し、プロフィー

ルや予定、居場所や研究のデモを表示し、所有

者とのインタラクションを可能にしたサービス

である。GroupCastは複数人でのインフォーマ
ルコミュニケーションを支援するために、休憩

スペースなどに置かれたディスプレイにユーザ
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同士の共通情報を表示するシステムである。し

かしながら、OutCastと GroupCast共に実際
のユーザによる評価はこれからの課題であると

している。

4.2 i-LAND

GMDの i-LAND[6]は実世界指向のインター
フェイスの複合的環境であり、DynaWallや In-
teracTableといったコンポーネントから成り立
っている。DynaWallは壁面に埋め込まれた大型
タッチパネルディスプレイであり、複数のユー

ザが同時に作業を行うことを想定している。In-
teracTableは同様に机にタッチパネルディスプ
レイを組み込み、机を囲んでの協調作業を対象

としており、i-LANDではこれらのインターフェ
イスを用いて協同作業の支援を行っている。

4.3 戸口通信システム

実空間における戸を介したコミュニケーショ

ンのモデルに基づいて支援を行う、戸口通信の

研究がある [7]。WWWにおける手書き伝言板
を実装し、部屋の居住者とのチャット機能を提

案している。戸口通信システムも Collabogate
と同じく出入り口の場を支援対象としているが、

実際には戸口のメタファーを用いて全てWWW
上で実現している。

5 Collabogateの設計

本章では Collabogate環境の設計と実装につ
いて述べる。図 3に Collabogateの構成と動作
について示す。

5.1 センサ

センサは、ユーザと場の状況に関する様々な

情報を収集する。ユーザの状況に関してはRFID
タグを持たせて、メンバーの接近を検知する。

既に我々が研究を行った距離情報を利用した場

の構築を用いる [2]。また、メンバー外のユー

図 3: Collabogateの構成と動作

ザの接近を検知するために赤外線センサを併用

する。

場の情報を収集するために、人やモノの出入

りを記録することと併せて、カメラで接続空間

の撮影を行って人の動きや発言状況などを検知

する。それにより、人が空間内を激しく移動し

ているか、それとも定位置で作業に従事してい

るかを判断する。また、音声・音量によってカ

ジュアルな会話が活発になされているか、それ

とも各人が作業に没入しているかを判断する。

5.2 出力インターフェイス

出入り口空間において、収集した場の状況を

提示する。また、接続空間へ向かう目的に付随

する情報などを配信する。出入り口空間で会話

する場合、非同期的通信手段を用いずに簡潔な

用事を即時解決することを目的としていること

が多い。このため、タスクリストやスケジュー

ルなどの情報を参照したり、関連資料を閲覧す

るといった要求があると考えられる。

出入り口のガラス扉に透過型スクリーンを設

置し、情報の提示を行うとともに、ユーザの所

有する携帯端末に対して情報を配信することを

検討している。端末としては PDAならびに携
帯電話を想定している。
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図 4: Collabogateの設置例

5.3 Collabogate Server

各種センサが取得したユーザやデバイスの情

報を保持し、Collabogate上で動作するアプリ
ケーションに対して必要な情報を提供するサー

バを設置する。また、取得した情報やユーザの

プロフィールと、RFIDのタグデータベースの
管理も行う。併せて、ユーザに情報を提供する

ために利用可能な液晶ディスプレイやユーザの

携帯端末の存在をアプリケーションに通知する。

実際に研究室と廊下を繋ぐ出入り口に設置し

た Collabogateを図 4に示す。ドアに張りつけ
た透過型スクリーンに背面からプロジェクタで

投影することにより、表示を行っている。また、

ドアの右手上方にRFIDのリーダを設置し、タ
グを持つ人やモノを識別している。

5.4 アプリケーション例

センサで集められた情報をもとに場の雰囲気

を判断し、出入り口空間に近づいたユーザに状

況を伝える。我々は既に距離情報をもとにした電

子的掲示板システムを実装したが [8]、Collabo-
gate上のインタラクション支援のためにさまざ
まなアプリケーションを設計・実装している。

現在実装を行っているアプリケーションの一

つに、空間内の状況を図示するVoltage System
がある。これは、場がどれぐらい活発か、あるい

は静粛かといった状況の推移をサーモグラフィ

のように表現するシステムである。会話や人の

移動が活発であれば暖色で、少なければ寒色で

示す。直近の数時間の推移を示し、人の出入り

が多く慌しいかそれとも静かかといった空間の

雰囲気を伝えることを目的としている。

その他にも、部屋内の覗き見や伝言を残すと

いった機能や、探し人が在室しているかといっ

た情報、持ち出した機材に関する情報などをス

クリーンに表示したり、携帯端末に配信したり

するといったサービスを検討している。

出入り口空間に誰もいない時や、タグを持た

ない人間を赤外線センサーで感知した場合には、

Collabogateのスクリーンにカメラで撮影した
中の映像をそのまま投影したり、研究室の紹介

といった空間内に関する情報を提供したりする。

6 おわりに

本研究は、空間と空間の接点である「出入り

口」を場と捉え、その場におけるグループの支

援環境:Collabogateの提案を行った。また、出
入り口の場における支援対象の分析と、距離を

用いた対面支援の研究をもとに Collabogate環
境でのサービスを検討した。

今後これらのサービスを実際に運用した上で、

出入り口空間の場での情報提供は適切であった

か、それによりインタラクションが支援された

か評価を行う。
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